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摩
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營
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又
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營
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&
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又
取
费
ビ
云
ふ
も
兵
器
弹
藥
其
他 

糧
食
等
の
購
入
费
に
外
な
&

ざ
る
を
以
て
、
公
債
.の
1!
1
 

子
も
亦
財
貨
の
使
用
に
對
し
て
支
拂
.は
'
る
V

も
の
，な
り 

ビ
：の
見
解
.を
採
り
得
る
に
非
ず
や
ビ
云
は
ん
。
さ
れ
ど 

-假
戈
ほ
貨
幣
，の
借
久
0

推

本

的

晶
|:

遡
6

,
て
：利
子
の

も
の
に
非
ざ
る
を
記
憶
せ
ざ
る
可
が
ら
す
o

例
，へ
ば>
 

製
造
業
溝
が
*

海

圓

の

貨

幣

を

惜

入

，れ

て

其

企

業

を

概
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械
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猶
等
を
擧
ぐ
可
き
が
。又
支
拂
の
形
式
は
：負
債
：の
償
却
、
 

S

税
-の
納
入
0:

如
>
^
;
.直
接
何
等
之
S

交
換
せ
&

る
V 

む
0 .
^
き
際
P
交
附
せ
.

&
る
\
ビ
き
.ビ
、
財
貨
の
K

#

又
は
勞
働
の.

賃
螢
垃
t

'

奚

拂

：
«

る
>

' 

系
き
の
.
.別
*

 

.

.

斯
^

の
如
ぐ
、
：
貨
幣
の
：用
途
はa

々
雜
多
な
る
闷
的 

を
包
含
す
る
も
の
な
れ
ど
ゾ
貨
幣
が
支
拂
者
自
身
の
财 

產

の
1

部
な
る
か
又
は
借
入
れ
‘た
る
も
み
な
る
か
の
如 

何
に
依
ち
て
其
用
途
を
ニ
三
に
す
る
が
如
き
こビ
殆
ん 

ど
な
し
。換
言
す
れ
ば,

自
己
の
®

幣
な
る
栌
故
にS

婚 

葬
锬
の
*

.

用
は
充
'

て
、.

借
入
金
な
.る
が
故
に
營
利
事
業 

•

に
投
ず
ど
云
ふ
が
如
き
區
別
な
し
。
從
つ
て
借
入
金
は 

前
記
數
秫
並
に
其
他
無
數
の
用
途
に
供
せ
&

る
、
も
の 

な
る
を
以
て
"

貨
幣
說
の
反
對
論
者
の
如
く
，
其
ホ
往 

產
營
别
事
業
ビ
云
ふ
が
如
き
單
に.1

1
1

の
用
途
に
充
て 

ら
る
\

も
0 ,
'

な
り
ビ
看
做
し
て’

借

入

金

の

.利

子

を

以
 

て
事
業
に
用
ゐ
る

財
貨
の
使
用'

に
«

し
.

て
支
拂
は
る
、 

?)
,

の

な
,!
)

ビ

論

ず

る

は

誤

れ
 

論
者
或
は
營
利
事
業
に
投
す
る
目
的
を
以
て
借
入
れ 

る
貨
幣
は
貨
借
の
最
大
部
分
な
り
ど
云
は
ん
も
，
吾
人 

は
必
ず
ru40常
に
然
点
i

信
^
る
ザJ

 

i

を
得
中
o
假
 々

に
一
涉
を
讓h

て
然
り
ビ
す
备
も
ゾ
多
少
^
て
も
他
の

第

十

卷

(

七K

二)

錄
贷
付
利
子
の
木
質
1
1,關
す
る
銳
即

$

號

一
璧



.

第

十

怨(

七
§

)

雜

錄

贷

.付
利
子
の
本
贺U
猢
す
る
錄
叫

. 

•
-
. 

.

目
的
の
爲
咚
に
金
鱗.

の
貨
.

偕
の
行
は
る
>間
は
：貨
幣
貸

第
五
號

1 .

四
六

俄

を

以

て

營

利

事

業

資

金

の

貸

借

な

り

す

.こ
ビ 

を
得
す
。
.
若
し
貨
借
金
'の
大
部
分
が
營
利
事
業
に
着 

ら
る
>

ビ
せ
ば
"

營
利
事
業
の
收
益
は
利
子
步
合
を
決 

定
す
る
.最
大
原
因
ft
.る
可
け
‘れ

ど

も

"

此

事

實

を

以

て 

貨
幣
說
を
否
定
す
る
こ
ビ
を
得
す
。
如
何V

J

な
れ
ば
、 

利
子
步
合
に
最
大
影
響
を
^

X

る
原
因
を
以
て
贷
借
を 

說
明
せ
ん
ビ
す
る
は
利
子
の
本
質
ビ
利
子
步
合
の
®

®
 

ビ
を
混
同
せ
る
故
に
外
な
ら
ざ
れ
ば
な
b

。

く

假
X

\

R

j

步

を

讓

り

て

、

ウ

オ

^
^
カ

ー

氏

の

論

ず

る
 

が

如

く

、

貸

借-w
悉

く

營

利

事

業

の

資

金

を

供

給

す

る 

爲

め

に

行

ば

•れ

、

a
.つ
*

«
金

が

總

て

財

貨

の

»

1

に
. 

用

ひ

&

る
，、
も

の

な

b
 V 」

す

る

も

、

吾

人

は

利

子

を

以
 

て

此

等

の

財

貨

の

使

用

に

對

し

で

支

挪

は

る

、

も

の

な
 

K
v 

看

倣

す

、
V
ミ

を

得

ず

。
如

何

V
J

な

れ

ば

*
債

務

者

が
 

債

權

者

ょ

り

借

入

れ

た

る

は

食

幣

に

し

て

、

此

貨

幣

を
 

以

て

購

入

せ

し

財

貨

に

非

ざ

る

を

以

て

な

力

:'
0

而

し

て
 

此

财

貨

ば

惙

務

者

が

此

财

貨

0 .
販

賣

潘

た

る

第

三

者

上

b

購
入
せ
じ
も
0
.
に
し
て
、
此
應
.入
た
る
や
其
支
挪
に 

對
し
て
債
務
者
が
借
入
金
を
用
ゆ
る
ビ
も
、
將
た
又
他 

の
自
己
所
有
の
貨
幣
を
用
ゆ
る
ビ
も
、
其
性
®
に
は
何 

等
の
相
違
な
き
も
の
な
p 

す
。
要
す
る
に
i

上
述
の
關 

係
は
企
槳
家
、へ
貸
金
者
並
：に
財
貨
の
販
賣
者
の
三
人
の 

間
に
發
生
す
る
も
の
に
.し
て
，
企
業
家
の
®
入
れ
る
も
 

の
は
貨
幣
に
、し
て
、
貸
金
激
の
貨
す
も
の
も
亦
貨
幣
な 

り
。
而
し
て
、
財
貨
の
販
賣
人
は
企
業
家
に
財
貨
を
贷 

與
す
る
に
非
ず
し
て
.,
.
財
货
を
賣
却
す
る
も
の
な
b
 

o 

さ
れ
ば
、
此
三
者
の
’間
に
行
は
る
、
關
係
は
貨
幣
の
貸 

借
並
に
財
貨
の
賣
買
に
し
て
、
.財
貨
の
貨
借
な
る
も
の 

な
し
。'
_尤
も
企
業
家
は
借
入
金
を
以
て
财
貨
を
K

入
す 

る

も

の

な

る

が

故

：！
^

企

業

家

の

み

の

立

脚

地

ょ

り

之 

を
觀
れ
ば
、
或
は
此
取
引
を
以
て
尉
貨
の
借
入V

J

看
倣 

す
こV

J
を
得
る
が
如
き
も
？
仔
細
に
之
を
驗
す
る
に
、 

其
の
然
ら
ざ
る
所
以
を
知
る
に
苦
し
ま
ず
。
如
何
ビ
な 

れ
比
僙
務
者
即
ち
企
業
家
は
債
務
の
返
濟
に
借
金
を
以 

て
購
入
せ
し
财
貨
を
提
供
^

G

こ
^

を
得
ざ
れ
'
ば
.な

.
か

？
：：
加

之
"

興

財

貨

の

：販
«

者
ょ
り
之
を
«

る
も
7

將 

れ
-X

僙
權
者
の
立
脚
地
ょ
b

之
を
論
ず
る
も
，
上
叙
の 

取
引
を
以
て
財
貨
の
：貸
借
ど
潜
倣
す
可
き
理
^
な
き
を 

祭
何
ぜ
ん
o

> 

.ノ 

'
©.

す
な
に
"

或
る
人
が
#

萬
|圆
の
金
额
を
ば
一
ヶ
年 

.間
丑
分
利
子
付
に
て
借
入
れ
れ
-

^
ビ
せ
ん
か
"
典
金
額 

栌
器
_

原
料
等
の
膦
入
に
用
ひ
ら
る
、
i

又
は
遊 

覽
用
の
自
儆
箪
の
.
■

質
に
.费
消
せ
ら
る
'
、

も

'

將

れ

又
 

秕
稅
の
納
入
に
充
て
ら
る
、
ビ
も
？ 

V

ケ
取
後
に
於
て
. 

五
W

圆
の
利
子
&.
;
添
へ
で
之
を
偾
務
#

に
返
却
す
可
き 

も
の
な
る
こ
<£
'

は
、
尙
ほ
同
人
が1

臺
の
I-
S

働
車
を
惜 

6

入

れ

て

、
一

「

グ

年

の

後

に

五

西

圓

の

»

料

を

支

挪

ひ 

て
典
0)

働
$

を
返
却
す
る
.に

異

な

、ら

ず

。

唯

*-
'

漭
の1 

致
せ
ざ
る
點
はr

は
貨
借
.
件
が
貨
幣
れ
る
も
他
は
自 

働
取
た
る
の
.點
に
存
す
る
の
^ (

に

し

て

、
ゝ
典
.̂」

$

则
 

間
或
る
物
の
便
用
を
貸
借
す
る
に
外
な
ら
す
。
' 
さ
れ
ば 

自
働
雄
'の
掼
料
を
以
て
，一
定
期
間
に
於
け
る
其
の
使
用
； 

に
對
し
て
支
挪
は
.
る
、
も
®

な
b

ビ

せ

ば

、
.
.
利

子

を

以 て
同
:̂

く
士
定
期
問
じ
於
找
る
1

:宠
额
の
货
幣
の
侦
用 

に
對
し
.
て
吏
拂
ゆ
る
>

も
の
な
6?
-
ビ

看

倣

ず

可

き

に

非 

ざ
る
か
。

：

-
,
 

, 

さ
れ
と
1

論
者
或
はf

貨
幣
の
使
用』

な
る
槪
念
に 

對
し
て
異
祿
を
唱
ふ
る
や
も
知
る
可
か
ら
ず
。
日
ぐ
、 

貨
幣
は
一
種
の
消
费
财
な
れ
ば
、.r

度
び
財
貨
の
購
質 

に
之
を
用
ゆ
れ
'は
t

使
用
者
に
對
し
て
は
直
ち
に
消
滅 

す
る
も
の
な
各
を
以
て
，
債
務
者
は
借
入
れ
た
る
同1 

の
货
幣
.を
&

却
す
.る
こ.VJ

を
得
^

し
.て
.、
a

濟
す
る
4
V 

の
は
.全
ぐ
他
の
貨
幣
な
る
が
故
に
7

從

つ

て

«!!
?

使

用
 

V
J

稱
す
可
き
も
の
な
しV

J

0
例
へ
；
ば

、
ク
一
一

 

T
I
. 

■ 
ス

越

物 

並
に
貨
»

の
貨
借
の
行
は
れ
し
際
{'
:

、
返
却
せ
ら
る
.、 

も
の
は
貸
與
せ
ら
れ
た
る
ミ
同
一
の
毂
物
又
は
貨
幣
に 

#

ざ
れ
ど
：も
、
同
質
同
蹵
な
る
以
上
は
"

經
濟
の
見
'地 

:J
;

り
之
を
親
れ
ば
、
兩
漭
は
同
一
物
な
b

v

j

sひ
れ
る
' 

に

對

し

て

ク

，
ベ
，
ン

4

グ
-

ル
么
设
は
之
を
以
.て
1»

見
«, 

6

ビ
し
，
論
じ
て
1
0
:<
:
;
:餘
十
四)

、
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i
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D
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v
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 G
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四
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铱
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利
子
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木
質
'
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syga

_
i
i
1
i

鲂

十

怨(

七
彐
四)

雜

錄

货

付

利

子

の

本

赏|:
關
す
る
疑
問

m
i

1

四
八

.、於:

I

c/c
iriu

id
n

e
r〔n

ic
h

t  

ゴ
:'.-
 

d

'drc
ll  

eb-
nj
n an

d
auem

d

ion

 

a
cr
l
s
r
,D
e
-a
es
ŝn
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W
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，ゝ
物
理
的
，に
之
を
輪
す
.れ
ば
ヽ
べ
氏
の
言
ふ
所
の
眞
理 

な
る
は
玆
に
響
々
す
る
を
要
せ
ざ
る
な
6

。
或
人
が
一 

千
枚
の
壹
圆
紙
幣
を1

ヶ
年
肌
借
入
b

•た
b

ビ
せ
ん
か 

诞
濟
沏
に
當
り
て
同
ニ
の1

千
枚
の
紙
幣
を
返
却
す
る 

.は
不
可
能
な
り
ビ
云
ふ
を
妨
げ
^.
:

。
，：然

办

雖

も

、
同 

じ
ぐ
物
理
的
に
論
ず
れ
ば
"

他
の
物
#
の
貸
借
に
就
き 

で
も
云
ふ
も
亦
同
じ
。
例
へ
ば
自
働
取
y

借
入
れ
一
ヶ 

年
.間
使
用
し
て
之
を
返
却
す
る
:̂

せ
ば
、
返
附
す
る
自

_
«
は
使
用
の
爲
め
に
多
少
の
損
傷
を
聚
り
た
る
可
け

れ
ば
、
最
初
借
入
れ
れ
る
自
働
車
ビ
は
全
然
同一

物
な 

り
.V
.
J
1
Kふ
こ
.
ヾ

」

を
#

ず
。
さ
れ
ど
、
之
に
反
し
て
經
濟

寧
の
立
脚
地
ょ
り
之
を
觀
れ
ば
、
返
却
す
る
紙
幣
は
借

入
れ
れ
る

も
の
ビ

同|

の

一
圆
紙
幣
に
非

ざ

る

は
恩
か

芄
間
若
し
く
は
拾
圆
紙
幣
な
る
か
、
又
は
縱
令
紙
幣
を

用
ゐ
中
し
て
金
貨
を
.返
却
す
る
.
^

j:

も
、
同
じ
く
費
千
圆 

の
貨
幣
を
返
濟
す
:6
以
上
は
b

，借
手
ょ
6

之
を
觀
る
も
 

將
れ
又
貸
手
の
立
脚
地
ょ
り
之
を
論
す
る
も
、
锻
初
貨
‘ 

使
せ
^

ビ
同1

.の
貨
幣
を
授
受
せ
9

ヾ
し
看
做
す
こ
^
を 

得
る
に
非
す
や
。
如
何
ど
な
れ
ば
、
雨
漭
は
全
く
同1 

の
效
用
を
有
す
る
を
以
て
な
^N。

此
點
に
於
て
は
貨
幣 

の
貸
借
は
財
貨
の
貨
借
ょ
り
も1.

層
明
確
な
る
槪
念
な 

云
は
ざ
る
可
か
ら
ずO

如
何
ビ
な
れ
ば
返
却
さ
る 

、
貨
幣
は
借
入
貨
轿
ヾ」

全
く
同J

の
效
用
を
有
す
る
^

：

> 

財
貨
例
べ
ば
自
働
車
は
貸
借
の
際
ビ
返
却
の
際
ヾ」

に
於 

て
は
效
用
に
等
差
わ
る
を
以
て
な
り
o

論
漭
或
は
貨
幣 

の
購
買
力
が1

ケ
年
問
.に
塯
減
す
る
こ
ビ
あ
る
可
き
を 

云
.
.々
.す
る
な
ら
ん
も
、
價
格
の
變
動
ば
«
幣
並

(■
:

•

財
貨 

共
通
の
現
象
な
れ
ば
、
貨
幣
騰
買
力
の
變
動
を
S

々
し 

て
上
述
の
'所
說
を
駁
す
る

こ

ど
を
得
ず
。

'

ベ
氏
は
又
利
子
を
以
て
貨
彼
の
使
用
料
ど
a

做
す
誤 

れ
る
世
俗
の
習
慣
の
芷
し
き
を
學
術
的
に
論
證
せ
ん
ビ 

欲

：せ

ば

、

先
'づ
：
數.筒
の
論
據
を
求
め
ざ
る
可
が
.、ち
ず
と
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»
d
i
e

 

d
e
r

 

w
l
r
k
i
o
r
i
—

K
G
t 

n
3
c
h
t
.
.
a
r
:
.
d
€
T
S

 

a
l
s

 

r
m
t
Q
r
t
m 

s
c
i
i

如 rfs
t
e
n

 

D
a
u
m
*

 

e
n
s
c
l
h
r
a
b
b
e
n

a.e
r

 

S
o
d
i
l
j
s
l
i
k

 

a
b
z
u
p
r
e
s
s
e
r
r
w
a
r
e
n
.

 

\ 

然
ら
ば
、
ベ
氏
の
言
の
如
く
詭
辯
を
弄
し
て
泶
む
可\ 

き
論
據
.で
は
何
ぞ
ゃ
。
日

く

(

註
十
七)

、 

\ 

.M
a
n

 

n
m
s
s
t
e

 

e
r
s
t
e
.

 

e
r
f
i
n
c
l
e
n
'

 

w
i
e

 

e
s

 

m
5
g
l
i
c
h

 

s
e
i
,

 

an., e
i
n
e
r

 

S
a
c
l
i

 

n
o
c
l
i

 

e
t
w
a
s

 

3̂
^
M
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a
j

c/
) 

s
, ii

cre
r
t
r
a
g
e
n

 

: 

n
i
m
l
i
c
h

 

i
m

 

E
i
g
e
n
t
u
m

 

d
e
r

 

d
a
r
l

 

g
e
l
i
e
n
e
n

cra
c
h
e

 

d
a
s

 

R
e
c
h
t
:

 

a
u
f

 

a
l
i
e
n

 

u
n
d

 

i
e
d
e
n

 

a
u
s

 

d
e
r

 

S
a
c
l
i
e

 

z
u
N
l
e
h
^
n
d
e
n

 

G
e
b
r
a
u
c
l
i
,

cr
i
s z

u
m

 

<!,

s,n
i
c
h
t
e
n
d
e
n

 

v
e
r
b
r
&
c
h

 

; 

u
n
d

 

d
a
n
e
b

n>-
n

 

d
o
c
h

 

\ 

a
o
c
h

 

e
i
n

 

s
e
p
a
r
a
t
e
s

-wn
d
c
h
e
n

 

G

ecr
r
a
u
&
, 

fiir 

d
a
s

 

I 

3
a
n

 

s
e
p
a
r
a
t
f

 

<
d
e
n

 

Z
i
n
s

 

ン
 

f
o
r
d
e
m

 .
k
a
p

 

一
 

M
a
n

 

\ 

m
u
s
s
t
e

D
l
e
. 

\
v
e
i
t

-<T)re 

J
t
'
r
&
l
d
s
g

 

J
^
p
O
I
l
e
n
, 

d
a
s
s

 

e
s

 

a
n

 

v
e
r
b
r
a
u
c
h
l
i
c
h
e
n

 

G
i
i
t
e
r
n
'

 

d
i
e

 i
m

 J
y
r
o
m
e
n
t

 

i
h
r
e
s

 

.Ge
b
T
a
u
c
I
l
e
s

 

d
n
t
e
r
g
e
h
e
n
,
'

 

n
l
c
h
t
s

 

.
d
e
s
t
o
’
-
w
e
n
i
a
e
f

 

ブ
 &

e
I
r
,
k
o
n
t
i
n

B.e
r
H
c
h
e
n

 

G
e
b
r
a
u
c
h

 

g
i
s
, 

d
e
r

 

o
l
i
n
e

 

U
n
t
e
r
i
a
s
s

 

n<£u.: n
e
r
v
o
r
w
a
t
h
s
t
^
a
u

 c
h

 

w
e
n
n

 d
a
s

 

G

usr

し

'

即
ち
利
子
を
以
て
货
幣
の
侦
用
料
れ
る
こ
^
を
證
明 

す
る
；に
當
b

て
先
づ
解
決
す
可
き
も
の
な
.

c
s
i

し
て
、
.

-

ベ.
.氏
の
玆
に
提
出
せ
る
疑
闕
を
解
說
せ
ば
左
の
如
し
。
 

第
一
、

如

何

.に

し

て

咿

が

乙

に

消

费

財

を

貸

與

す

る 

際
に
、
-
之
を
自
tt
l

に
處
分
す
る
權
利
を
與
ふ
る
以 

.

.

外
に
"

對
償
の
目
的
た
6

得
る
別
镏
の
1

用
益
を 

乙
に
給
付
す
る
；こ
を
を
得
る
か
。

第土
"
：

使
用
す
：る
S

同
時
に
消
滅
す
可
き
消
费
財
が 

ヽ
如
何
に
し
て
旣
に
消
減
し
た
る
後
に
於
て
も
持
績 

的
に
片
益
を
^

る
こ
と
を
得
る
か
9 

ベ
氏
は
此
疑
問
に
答
ふ
る
に
はS

C
.
M
r
f
s
t
e

 

D
a
u
B
?

 

n
s
c
h
r
a
u
^
n

 

d
e
r

 

S
o
p
h
i
s
t
i
k

 

を
*要
す V

J

 

云
へ
る
も
、

?v 

人
の
觀
る
所
に
據
れ
ぱ
、
其
解
答
は
洵
に
易
々
ね
る
の 

み
。
：：

.

■

.
第
•
い
苦
し
消
费
財
が
寶
買
せ
ら
れ
れ
る
も
の
な
れ 

ば
、.
即
ち
^

む
。
さ
れ
^
,
、
.貸
與
ぜ
.
.ら

れ

れ

る

以

，上

は

、

蜜

號

.1

四
九

第

十

卷(

七
3

-3
£)

雜

錄

：
贷
付
利
子
の
本

.焚
|-

關

ブ

遠.跗
‘
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十

溜(

七
三
六

)

雜

贷
付
利
子
Vi
ホ ,

質
U

m
ザ
h
疑

間

.望

號

一
甩
〇

其
消
费
財
の
處
分
權
が
交
附
せ
ら
れ
た
る
以
外
に
、
..其 

消
费
财
の
消
費
に
依
れ
て
發
生.
’

せ
し
效
用
の
使
用を
返 

濟
期
經
惜
手.

に
許
す
も
0 ;

な
る
を
以
で
、
消
费
财
.の
貸 

與
は
興
財
の
處
分
權
以
外
に
别
馏
の
：

一

用
益
を
伴
ふ
も

.
 

の
な
b

i

云
ふ
可
し
。
例
へ
ば̂1

が
乙
に|

ヶ
年
間
一 

«

の
? 1

炭
を
1 «

與
せ
し
際
に
、
若
し
其
一
噸
の
•石
灰
の 

消
费
が
西
の
效
用
を
生̂

る
も
の
な
りV」

せ
ば
、
乙
は. 

二
ヶ
年
の
狻
一
噸
の
石
炭
を
返
附
す
る
以
外
に
、
西
の 

效

用

に

；對

し

て

 

一®

額
の
報
償
を
支
拂
ふ
を
至
.當
ビ
せ

t '
や 

a

第i
i"

縱
令
貨
與
せ
ら
れ
れ
る
消
费
财
が
使
用
に
依 

b

T .
'
-
消

滅

せ

し

後

ど

0
^

ヽ
興
貨
與
期
限
の
滿
つ
る
迄 

は
其
消
费
財
の
使
用
に
依
彡
T

生
せ
し
效
用
は
、依
然
貸 

與
せ
ら
る
く
.も
の
な
る
を
以
T

,

.消
費
財
の
贷
與
は
其 

の
消
滅
#

ど
雖
も
、
別
筒
の
1

用
益
を
借
手
じ
與
ふ
る 

も
の
に
非
中
や
。
第
一
の
場
合
に
於
け
る
®
炭
の
例
を 

用
ゆ
る

ゼ

せ

，
ば

？
1?

の
'
效

用

は

布

炭
.の
^

€

^

迄

持

續

的
に
借
入
*

の
手
に
#

在
す
令
^

非
ず
や
。：

從
づ
て
®
 

炭
の
返
却
期
に
於
て
：乙
が
中
に
.

〗

噸
の
石
炭
を
交
附
す 

る
以
外
に
、
此
W

の
效
用
を
一
ヶ
年
間
使
用
せ
し
に
對 

し
て
相
當
0-

報
償
を
提
供
す
る
は
H

當
の
こ
ビ
な
ら
ず 

9ŷ
せ
ん
や
o

以
上
石
灰
に
就
き
て
述
ぶ
る
.所
は
®

^

K
就
き
て
云 

ふ
も
亦
眞
理
た
る
.を
失
は
ず
o 

‘例
へ
ば
甲
が
乙
ょ
6

千 

圆
の
貨
幣
を1

グ
年
間
^

用

し

、
..此

貨

幣

の

運

用

に

依 

ぅ

て

百

圆

の

純

所

得

.を
®

げ

た
.
P
£

せ

ば

"

滿

期

に

際 

し
其
千
圆
の
.貨
幣
を
返
濟
す
る
に
當
り
て
、
二
ヶ
年
IH
1
 

に
於
け
る
千
圆
の
使
用
權
R

對
し
乙
が
¥
に
蒞
干
圆
の 

報
償
を
支
拂
ふ
は
合
理
的
の
處
置
な
ぶ
し
0

ふ
可
し
。

最
後
に
諭
漭
或
は
人
が
龈
れ
ょ
り

|

足
额
の
金
子
を 

借
h

入
れ
れ
る
も
、
現
金
を
受
取
ら
中
し
て
、
直
ち
に 

全
额
を
其
銀
行
に.

常
座
®
金
と
し
て
预
け
れ
る
際
に
は 

何
等
の
貨
幣
が
授
受
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ど
な
れ
ば
、
il
f

c

©
 

金
の
利
子
は̂

幣
に
對
し
て
支
挪
は
る
、
も
の
な
り
ビ 

云
ふ
こ
ど
を
得
ざ
る
に
非
中
ゃ^

云

は

ん

も

"
吾

人

は

興
鈒
行
の
债
務
者
は
何
時
な
1

名

其

當

：座
；預

金

を

現 

金
に
本
引
出
す
の
權
刹
を
有
す
る
ネ
の
な
れ
ば
、
其
潘 

の
晃
地
，ょ
り
魏
れ
ば
當
座
預
金
は
銀
行
の
余
庫
に
保
管 

せ
：ら
：る
'
V

其
者
の
所
有
に
係
る
货
幣
ビ
看
做
し
得
る
も 

の
な
る
こ
ぐ
を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら
中
。
銀
行
が
手
形 

を
割H

F

し
て
，
常
座
預
金
と
し
て
预
か
り
た
る
場
合
も| 

亦
間
じ
。
蓋
し
三
ヶ
月
の
沏
限
を
漪
す
る
手
形
を
所
骑\ 

す
る
者
は
三
ヶ
月
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
手
形
紙
面
に| 

相
‘當
す
るj

定
額
の
貨
幣
を
使
用
す
る
こ
i

を
得
ざ
れ
一 

と
も
、
救
し
銀
行
を
し
て
此
手
形
を
.割
引
せ
し
め
、
相 

當
金
额
を
當
座
預
金
^

し
て
预
入
す
る
^

せ
ば
、
三
ヶ 

月
間
待
れ
ず
し
て
其
貨
幣
を
使
用
す
る
の
權
利
を
享
受 

す
'̂

も
の
な
b

ど
.す
。
此
際
忙
於
け
る
割
别
料
は
即
ち| 

H

ヶ
'
月
間
の
：此
使
用
權
に
對
す
.な
報
償
S

看
倣
す
可
き\ 

も
の
な
V

。
手
形
が
割
引
せ
ら
'れ
れ
る
際
に
"

额

面

金
. 

额

栌

當

座

預

金

と

し

て

预

入

せ

ら

れ

す

し

て

"

现

金

に 

て
.拂
波
さ
れ
た
P
艺
す
る
も
"
其
の
結
果
の
同
じ
き
こ 

^

は
玆
に
赘
言
す
,̂
を
，要
せ
S

猫

十

卷

(

S

I

七)

雜

錄

:

以
上
略
述
す
る
所
を
以
て
芷
確
な
り
と
せ
ば
、
利
子
. 

を
以
て
貨
幣
©
使
用
料
な
り
ビ
看
倣
す
こ
i

を
妨
げ
ざ 

.

.る
が
如
し
。

:

職
-
t 

p
 
雜
.蓺
啭 S. 

4
9
1
.

 

. 
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m

H'
N
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4
93* 

s?
4
\t

ハ.
M

_
h

 

s
.

fe
v

•

?1
|

4

士
.
到 

J
b

 

s. 

4CO
7
00
.

.

. 

.

.

. 

I 

-..

s

,
結

言
 

以
上
吾
人
は
利
子
0

本
質
に
關
す
る
貨
幣
說
の
反
對 

論
の
誤
れ
る
.を
指
摘
し
、
次
い
で
利
子
を
以
て
貨
幣
の 

使
用
に
對
し
て
支
拂
は
る
、
も
の
な
6

ビ
看
倣
す
可
き 

所
以
を
略
叙
せ
し
が
、
吾
人
ビ
雜
も
、
營
利
_

業
.に
投
中
. 

る
目
的
を
以
て
借
入
れ
ら
る
、
資
金
が
利
乎
に
對
し
て 

一
大
影
響
を
與
ふ
る
こV」

を
無
視
す
る
に
は
あ
&
ね
ど 

も
、
此
影
響
れ
る
や
利
子
步
合
を
犮
右
す
る
の
結
果
を 

M

す

る

，に

過

ぎ

ず

し

て

.
、
.

：

利
子
の
本
質
其
物
を
變
®
せ 

し
び
る
も
の
に
.非
ず
？
又
本
篇
に
略
述
せ
る

所
を
以
て 

荆
子
の：

本
質
を
根
本
的
に
究
め
得
T2
&

i

爲
す
に
あ
ら

第
苏
號 

一

^

一

贷
付
利
子
の
本
質
|-
關
マ
る
疑
問



節

十

淞
(

七
三
八)

雜
錄
贷
仲
利
子
の
本
質
に
關
す
る
疑
問

第
五
雛

1

1

ね

％
^

、
：
利

子

の

本

質

に

關

す

る

姘

究

は

本

論

に

述

べ 

れ
1

な
ど
怒
出
發
點
ビ
す
可
き
も
の
じ
し
で
，
1

派
の 

論
费
0 ;
_詞
み
れ
る
が
免
く
利
子
を
ば
貨
幣
と
は
沒
交
涉 

に
や
貨
|

借
入
の
單
に
4

目
的
れ
ざ
に
過
ぎ
ざ
名
營
利 

歌
業
.'の
資
金
.P

對
じ
で
直
接
支
#

は
る
、
免
の
な

b

e
 

看
做
す
こ
ビ
が
利
子
.の
本
質
を
關
明
す
る
所
以
に
あ
ら 

ぎ
ん
こ
'̂
.尙
ほ
賃
銀
を
以
で
勞
カ
に
對
し
て
支
拂
は
る 

V

ぉ
の
.な
6

が
せ
す
し
.て
、
勞
働
翁
の
生
產
す
る
財
貨 

じ
對
し
ー
て
支
拂

.は

る
、
も
0

な
り
と
す
る
こ
ビ
が
賃
銀 

’の
本
質
を
明
が
に
す
る
所
以
に
あ
ら
ざ
る
に
異
な
ら
ざ 

る
な
4

0
 

.
V

又
，
多
數
の
經
濟
學
漭
の
如
く
流
通
貨
幣
の
增
減
せ 

し

際

；に
.、

市

場

利

子

刺

合

が

必

ず

し

も

反

比

例

に

變

動 

せ

ざ

る

の¥

實

を
«|

用

し

て'
.
' 利

子

の

.本

質

に

關

す

る 

貨
幣
說
を
否
定
す
；る
は
利
子
の
本
®

の

i

利
子
步 

合
.の
將
題
を
泥
間
せ
る
.に

因

づ

く

名

：の

な

^

V

i
云
は
ざ 

も
を
得
す
。勿
踰
、利
子
は
貨
幣
の
使
用
に
對
し
て
支
狒 

は
る
'̂
'
が
奴
な
：る
が
故
に
、
流
通
貨
幣
增
加
せ
.
.ば
‘
市
場

利
子
步
合
は
必
^.

下
落
す
可
じ
t

論
ず
る
は
誤
れ
り
。
 

さ
れ
と
、
吾
人
は
決
し
.て
斯
く
の
如
き
生
張
を
賦
み
る 

も
の
に
非
ず
。
論
者
或
は
賃
龈
が
勞
カ
R

對
し
て
支
拂 

は

る

、
も

の

な

る

を

以

て

..
?

勞
力

の

供
給
增
加
也
ば
、 

賃
餵
は
下
落
す
可
し
ビ
云
.ひ
得
:̂
A

同
じ
く
、
利
子
が 

若
し
貨

幣

の
使
用
料
な
ら
ば
ノ
貨

幣

流
通
額
增
加
せ
，
ば 

利
子
步
•合
は
下
落
す
可
し
と
斷
ず
可
き
R
'
非
す
や
i

間
' 

.は
ん
ざ
れ
ど
、
吾
人
は
之
に
答
へ
て
日
は
ん
^

欲
す
、 

賃
銀
は
勞
カ
に
.
對
し
て
支
挪
は
る
,、
も
の
な
る
に
相
違 

な

け

れ

ど

も

"
，
其

高

低

は

勞

カ

の

供

給

の

み

に

依

ぅ

て 

定
ま
ら
中
し
て
：、
其
の
需
用
並
に
供
給
に
依
り
て
決
究 

さ

る

、
も

の

な
-

す
。
さ
れ
ば
、
典
の
供
給
猶
加
す 

る
とも

-
*

其
の
需
用
に
.し
て
同
時
に
同
程
度
に
膨
脹
せ 

ば
"

賃
.銀
が
下
^
^
す
る
こ
ど
な
か
る
可
し
。
之

i

同
じ 

く
利
子
の
高
低
も
貨
幣
流
通
額
の
み
に
依
り
て
^
ま
る 

も
の
に
非
す
。
抑
も
流
狐
貨
幣
.の
全
额
は
決
し
て
全
部 

貸
金
ど
し
て
提
供
せ
ら
る
、
も
の
^

非
す
し
て
、
單
に 

其
H

部
が
資
金
ど
し
て
供
給
せ
ら
る
S

に
過
ぎ
ざ
ゐ
な
-

り

,0
尤

も

流

通

貨

幣

墙

加

せ

ば

貸

金

の

供

給

も

自

ら
 

增
加
す
可
矽
れ
ど
^

*

是
れ
i

同
時
に
需
用
增
加
せ
ば 

利
子
步
合
が
’下
落
す
る
こ
.

V
J

な
が
：ゐ
可
し
。
勞
カ
の
供 

給

が

突

然

僧

加

寸

る

際

に

"

其

の

需

用

が

必

中

し

も

膨 

脹
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
，
貨
幣
の
流
通
額
增
加
一 

せ
ば
、
貸
金
の
供
給
從
つ
て
增
加
す
る
ビ
同
時
に
貸
金| 

の
需
用
も
亦
間
も
無
ぐ
僧
進
す
る
を
常
i

す
。
果
し
て
一 

然

ら

ば

流

通

貨

幣

の

膨

脹

が

刹

子

步

合

.の

下

落

を

伴

は 

ざ

る

の

第

實

を

以

て

貨

幣

說

.を

否

定

す

る

こ

と

を

得

ず 

S

云
は
ざ
る
可
か
ら
^

,.
0

.

以
上
利
子
の
本
質
に
關
し
て
說
述
せ
る
所
は
の 

點
少
か
、'b
H

-

れ
ど
も
、
其
の
補
足
は
他
日
忙
之
を
讓
ら 

んv
j

欲
す
。
 

•

第

十

餘

(

七
三
九)

雜 
'

錄

贷
付
利
子
の
求
稃
關
X

疑
间 

0

S
 

,

】

蛋


